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　菊薫る芸術の秋、11月3日文化の日に古平町文化会館において、古平町文化団体連絡協議会（吉野浩次
会長＝15団体）主催による文化祭発表会が開催され、加盟団体の会員による詩吟、舞踊、合唱、カラオ
ケ、民謡、古中吹奏楽部などが次々とステージに立ち、華やかな舞台を繰り広げ、日頃の練習の成果を
披露しました。
　また、２階ロビーでは「秋桜の会」お茶会が催され、抹茶を味わいながら日本風情に浸っていました。
　午後には文化の振興、発展に寄与された方々に古平町文化団体連絡協議会表彰（文化賞・文化奨励賞）
が授与されましたので受賞された方々をご紹介します。
　10月27日からの５日間では文化祭作品展示会も催され、加盟団体及び愛好者が、この一年間取り組ん
できた書道、絵画、俳句、短歌、ちぎり絵、写真、盆栽など様々な分野の力作約４７７点が並びました。

【文化賞】
○　�������	
��

��　　　○　�������	
���

　　　～多年にわたり団体として、書道の普及・振興に尽力し、古平町文化の発展に寄与
○　�������	
��
�����
　　　～多年にわたり団体として、舞踊の普及・振興に尽力し、古平町文化の発展に寄与

【文化奨励賞】
○　����������	
��
　　　～多年にわたり文化祭作品展に数多くの作品を出展され、古平町文化の振興奨励に寄与

写真左から　文化賞　花柳美乃多希会（代表　吉田ゆう子）、江城書の会（代表　三浦愛子）、水茎会（代表
池田三千代）、文化奨励賞　小平奈津枝さん、宮本和斉さん

��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																																																		
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○
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

（
一
般
・
推
薦
）
を
募
集
し
ま
す
。

　

細
部
応
募
資
格
等
に
つ
い
て
は
、
次
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
樽
地
域
事
務
所

　

（
小
樽
市
稲
穂
２
―　

―
４

22

　
　
　
　
　
　
　
　
　

樽
石
ビ
ル
２
階
）

　
�
０
１
３
４
―　

―
５
５
２
１

22

　

倶
知
安
保
健
所
女
性
の
健
康
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
で
は
、
女
性
固
有
の
悩
み
や
思

春
期
の
性
感
染
症
な
ど
、
女
性
の
健
康
上

の
幅
広
い
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
女
性
の
健
康
相
談
日

　

保
健
師
の
面
接
に
よ
る
相
談
を
行
い
ま

す
。
相
談
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
女
性
の

健
康
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
に
て
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

相
談
日　

平
成　

年　

月　

日
（
火
）

23

12

20

　
　
　
　

平
成　

年
1
月　

日
（
火
）

24

17

　
　
　

（
午
後
１
時　

分
〜
午
後
４
時
）

30

女
性
の
健
康
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　
�
０
１
３
６
―　

―
１
９
５
８

２３

　

（
月
〜
金　

９
時
か
ら
５
時
ま
で
）

　

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
に
対
す
る

特
別
給
付
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　
◆
対
象
者
…
旧
ソ
連
邦
又
は
モ
ン
ゴ
ル
国

の
地
域
に
お
け
る
戦
後
強
制
抑
留
者
で
、

平
成　

年
６
月　

日
に
日
本
国
籍
を
有
す

22

１６

る
ご
存
命
の
方
で
す
。

◆
請
求
受
付
期
間
は
…
平
成　

年
３
月　

２４

３１

日
ま
で
で
す
。

◆
請
求
書
を
お
持
ち
で
な
い
方
…
当
基
金

よ
り
請
求
書
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
の
で
、

至
急
、
当
基
金
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

※
既
に
特
別
給
付
金
を
支
給
さ
れ
た
方
は
、

再
度
の
請
求
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

独
立
行
政
法
人

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

事
業
部
特
別
給
付
金
認
定
担
当

�
０
５
７
０
―
０
５
９
―
２
０
４

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

�
０
３
―
５
８
６
０
―
２
７
４
８

（
I
P
電
話
、
P
H
S
）

■
受
付
時
間

平
日　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

（
土
曜
・
日
曜
、
祝
日
は
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
せ
ん
）

　

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に

関
す
る
国
民
の
認
識
を
深
め
る
と
共
に
、

国
際
社
会
と
連
携
し
つ
つ
、
北
朝
鮮
当
局

に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
の
実
態
を
解
明
し
、

そ
の
抑
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

平
成　

年
に
、
「
拉
致
問
題
そ
の
他
北
朝

18

鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
へ
の
対
処

に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
、
国
及
び

地
方
公
共
団
体
の
責
務
等
が
定
め
ら
れ
、

毎
年　

月　

日
〜　

日
ま
で
を
「
北
朝
鮮

12

10

16

人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」
と
す
る
こ
と

と
さ
れ
ま
し
た
。

　

拉
致
問
題
の
解
決
を
始
め
と
す
る
北
朝

鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
へ
の
対
処

が
国
際
社
会
を
挙
げ
て
取
り
組
む
べ
き
課

題
と
さ
れ
る
中
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の

関
心
と
認
識
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。

　
　
　
　
　
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

　

近
年
食
品
輸
入
の
増
加
な
ど
の
厳
し
い

環
境
の
中
で
、
北
海
道
の
農
林
水
産
業
の

安
定
的
な
発
展
を
図
る
た
め
に
は
、
道
民

の
皆
さ
ん
が
農
林
水
産
業
や
地
元
食
材
に

対
す
る
理
解
と
愛
着
を
高
め
る
と
と
も
に

道
内
消
費
の
拡
大
を
高
め
て
い
く
こ
と
が

重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
北
海

道
で
は
、「
地
産
地
消
」「
食
育
」
「
ス

ロ
ー
フ
ー
ズ
運
動
」
の
食
に
関
す
る
取
り

組
み
を
推
進
す
る
「
愛
食
運
動
」
を
実
践

的
に
行
い
、
運
動
の
普
及
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
く
「
北
の
め
ぐ
み
愛
食
応
援
団
事

業
」
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

「
愛
食
運
動
」
の
輪
を
よ
り
い
っ
そ
う
広

げ
て
い
く
た
め
、
「
地
産
地
消
」
「
食

育
」
な
ど
の
活
動
を
実
践
し
て
い
た
だ
く
、

道
内
の
企
業
や
団
体
及
び
３
名
以
上
の
グ

ル
ー
プ
を
募
集
し
ま
す
。
「
愛
食
応
援

団
」
の
取
り
組
み
は
道
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
広
く
ご
紹
介
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
先

後
志
総
合
振
興
局
産
業
振
興
部
農
務
課

電
話
０
１
３
６
―　

―
１
４
０
６

２３

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
３
６
―　

―
０
２
３
０

２３

�
��
��
�
�
�
�

戦
に
つ
い
て

【
倶
知
安
保
健
所　

女
性
の
健
康
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ
】

戦
に
つ
い
て

【　

月　

日
〜　

日
は
、

12

10

16

  
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
】

戦
に
つ
い
て

【
自
衛
官
を
募
集
し
ま
す
】

戦
に
つ
い
て

【
戦
後
強
制
抑
留
者
の
皆
様
へ
】

戦
に
つ
い
て

【
「
北
の
め
ぐ
み
愛
食
応
援
団
」

を
募
集
し
て
い
ま
す
】

広報統計係にも申請書がありますが、
数に限りがありますのでお早めに…
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　平成２２年４月、宮崎県で家畜の悪性伝染病である口蹄疫が流行しました。また平成
２２年から２３年にかけての冬期間、高病原性鳥インフルエンザが西日本を中心に流行し、
それぞれ大きな被害をもたらしました。このような事態を受け、家畜伝染病予防法※が大
幅に改正され、畜産農家を始め関係機関は口蹄疫等の疾病発生防止に努めています。ペッ
トとして飼われている上述の対象動物も、家畜同様に口蹄疫や高病原性鳥インフルエンザ
に罹る恐れがあり、家畜伝染病予防法の対象となりますので、次の飼養衛生管理基準の遵
守について御協力をお願いします。

�������	
（※家畜伝染病予防法第１２条の３、４、５、６）

　主な項目は次のとおりです。
　１　飼養衛生管理区域の設定と病原体持ち込み防止
　　　飼養衛生管理区域として動物を飼育している場所とその他の区域（家など）との境
　　　界を明確に示し、飼養管理区域内への関係者以外立入禁止、立ち入る車や靴の消毒
　２　異状が確認された場合の早期通報、移動の停止
　３　埋却地等の準備（馬を除く）
　４　衛生管理区域内に立ち入った人等を記録し、１年以上保存
　５　年１回の飼養状況等の報告
　６　飼養衛生管理基準に違反すると指導、勧告、命令を経　
　　　て、それでも改善されない場合、次のとおり罰則規定
　　　１～４　３０万円以下の罰金
　　　５　　　１０万円以下の過料
　なお、特殊な例としてミニブタ等を室内で飼育している場合
は、１の飼養衛生管理区域の設定は無理ですので、なるべく部
外者との接触を避けるような飼養方法をとってください。

　ペットとして次の動物を飼われている方は年１回、飼養

状況等を報告することとなりました。該当する方は、パン

フレット等をお送りしますので、役場産業課または後志家

畜保健衛生所へ連絡願います。

�������	
��
�������	
��


��������	
��
��������

不明な点は家畜保健衛生所（�0136-22-2010）

          　または役場産業課農政係（�42-2181　内線47、53　担当:　井沼、中村）

※　家畜伝染病予防法
　　→家畜の伝染性疾病の発生の予防とまん延の防止により畜産の振興を図ることを目的とした法律

対象動物：牛、水牛、鹿、めん羊、山羊、豚（ミニブタを含む）、いのしし、鶏、あひる、

うずら、きじ、だちょう、ほろほろ鳥、馬（ミニチュアホースを含む）
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こ
の
た
び
、
永
き
に
わ
た
り
各
種
統
計

調
査
に
携
わ
っ
て
き
た
池
田
三
千
代
さ

ん
（　

歳
＝
浜
町
）
が
、
そ
の
功
績
を
称

62

え
ら
れ
、
総
務
大
臣
よ
り
統
計
功
績
者
表

彰
を
、
そ
し
て
北
海
道
知
事
よ
り
統
計
功

労
者
と
し
て
感
謝
状
が
贈
ら
れ
、
ま
た
、

斉
藤
昌
子
さ
ん
（　

歳
＝
港
町
）
に
北
海

51

道
知
事
よ
り
統
計
功
労
者
と
し
て
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

池
田
さ
ん
は
、
平
成
２
年
に
統
計
調
査

に
初
め
て
従
事
さ
れ
て
か
ら
約　

年
も

20

の
永
き
に
わ
た
り
、
国
勢
調
査
調
査
員
及

び
国
勢
調
査
指
導
員
を
は
じ
め
と
し
た

各
種
統
計
調
査
に
従
事
さ
れ
、
確
実
な
調

査
と
的
確
な
指
示
で
他
の
調
査
員
の
模

範
と
も
な
っ
て
お
り
、
今
回
そ
の
功
績
が

認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

現
在
は
古
平
町
統
計
調
査
員
協
議
会

の
会
長
と
し
て
統
計
業
務
の
推
進
と
統

計
調
査
員
の
資
質
の
向
上
に
尽
力
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
斉
藤
さ
ん
は
昭
和　

年
に
初
め

60

て
統
計
調
査
に
従
事
さ
れ
、
主
に
国
勢
調

査
の
調
査
員
と
し
て　

年
も
の

10

永
き
に
わ
た
り
統
計
調
査
の
推

進
に
貢
献
さ
れ
て
き
た
こ
と
が

認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

そ
の
伝
達
式
が　

月
４
日
、
町

11

長
室
で
行
わ
れ
、
町
長
の
「
こ
れ

か
ら
も
是
非
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
。」と
激
励
の
言
葉
に
、
池
田
さ

ん
も
「
こ
れ
も
地
域
の
皆
さ
ん
の

統
計
に
対
す
る
ご
理
解
が
あ
っ

て
こ
そ
、
こ
れ
を
励
み
に
、
こ
れ

か
ら
も
調
査
員
と
し
て
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
。」
と
感
謝
の
言
葉

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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　大雪は、上空に寒気が入り季節風が強まる時と北海道付近を低気圧が通過する時に発生します。
また、石狩湾付近に暴風を伴う小さな低気圧が発生することがあり、この低気圧が通過する時は局
地的に猛烈なふぶきとなります。
　大雪や暴風雪による災害は、大雪やふぶき、なだれによる道路の通行止めや鉄道・航空機の運休
などの他、湿り雪の場合は、電線着雪による停電、ビニールハウス倒壊や果樹の枝折れといった被
害も発生します。

■　�������	
��
�����
・季節風が強い時は、雪雲は筋状となります。今いる場所が晴れていても、少し離れた場所では
　大雪・ふぶきとなっている場合があります。
■　�������	
・低気圧の通過や風向の変化で、天気が急変し、猛ふぶきになる場合があります。
■　�������	
��

・大雪による重大な災害が予想された市町村には、「大雪警報」が発表されます。
・猛ふぶきが予想された市町村には、「暴風雪警報」が発表されます。
■　�������	
・屋根の雪降ろし中の事故が毎年発生しています。命綱を付けたり、一人で作業しないなどして
　事故を防ぎましょう。また、屋根からの落雪にも注意しましょう。

��������	
��
�������������

�������	
��������	
�

��������	
��
���
��������������������
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《北海道・古平町の現状》
　北海道においては、外来種であるアライグマが野生化し、道内各地で目撃され、道央圏を中心に被害が
拡大されてきています。また、釧路湿原や世界遺産の知床など重要な自然地域においても生息が確認さ
れており、野鳥の卵や在来種のザリガニなど節足動物を捕食するなど生態系への影響などが心配されて
います。
　アライグマは繁殖能力が強く、生息域は年々拡大しており、現状をこのまま放置しておくと取り返し
のつかない事態が想定されます。
　古平町においては平成１４年２月に古平川でカニを捕食しているアライグマが初めて町民によって目撃
されており、その後、農作物被害が年々増加し、平成１４年以前からアライグマが定着し、現在でもかな
りの広範囲にわたり生息域が広がっているものと思われます。
《町の対応》
　そのようなことから、古平町では、アライグマの野外からの完全排除を長期的な目標に、被害の低減化
及び生息域の拡大を防止し、侵入及び定着の防止を図るため平成２２年７月以降、アライグマの集中防除
を実施しています。
　防除の実施地域として、被害が報告されていた畑地区を中心に実施しましたが、沖町では予想以上に
生息が確認され、農作物被害が多発し、深刻な状況となっていました。また、被害が報告されていない西
部地区については、防除は実施しておりませんが、年々被害が拡大していることを考えると、今後、調
査が必要と考えます。
《アライグマの住家》
　沖町においての防除では、イチゴ畑に隣接する廃屋付近で多数捕獲した経緯から、多くの廃屋が絶好
の住家となっていると考えられます。
《今後は…》
　被害を最小限に食い止めるには、捕獲数を増やし、生息密度の低減を図っていくことが最善策と考え、
箱わな数及び設置日数を増やし、長期間にわたり防除を毎年継続して実施していく必要があります。

アライグマを見つけた場合は、餌付け等を行わず、
　　　　　　　　　　　　　　　　役場産業課（�42-2181）まで連絡をお願いします。

古平町におけるアライグマ捕獲数
（集中防除と従事者捕獲によるもの）

��������	
�

��������	
�

�����������

�����������

�����������������	
��
�

�　古平町において捕獲されたアライグマ

�
　

食
い
荒
ら
さ
れ
た
ス
イ
カ

アライグマの足跡
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�　全学年による合唱の出番待ち

舞台裏はというと…

そりゃてんやわんやの大騒ぎさ�

�　劇のセリフも完ぺきや

��������	
	���
������
�����
���

���������������������������������������������������
 

控室で緊張する１年生　�

全学年による合唱は圧巻でした�

伝統を守る…「たらつりおどり」�
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歳
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歳
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歳
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歳
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・
５

10
・
６

10
・
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・
19

10
・
20

10
・
26

10
・
26

10
・
31

沢
江
町

港　

町

御
崎
町

港　

町

浜　

１

本
陣
町

浜　

３

入
船
町

　

今
年
も
残
り
少
な
く
な
っ
て
き
た

…
…
や
が
て
迎
え
る
厳
し
い
冬
に
被
災

地
東
北
は
大
丈
夫
な
ん
だ
ろ
う
か
？

…
…
そ
ん
な
心
配
が
頭
を
よ
ぎ
る
。

　

報
道
さ
れ
る
範
囲
で
し
か
分
か
ら
な

い
が
、
地
域
に
よ
っ
て
復
興
や
対
策
の

濃
淡
・
差
異
が
現
れ
て
き
て
い
る
よ
う

に
感
ず
る
。
そ
れ
に
し
て
も
毎
年
、
生

き
て
い
る
地
球
・
気
ま
ぐ
れ
な
地
球
を

実
感
し
な
が
ら
生
き
て
い
る
が
、
大
き

な
地
殻
変
動
に
よ
る
地
震
が
特
大
の
津

波
を
引
き
起
こ
し
、
未
曾
有
の
大
災
害

と
な
っ
た
東
北
大
震
災
、
最
近
で
は
ト

ル
コ
地
震
も
発
生
し
て
い
る
。

　

ま
た
異
常
気
象
で
は
紀
伊
半
島
を

襲
っ
た
記
録
的
な
豪
雨
に
よ
る
山
の
深

層
崩
壊
、
更
に
は
タ
イ
の
地
形
が
禍
い

し
て
一
向
に
水
が
引
か
な
い
と
い
う
大

雨
洪
水
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
常
識
を
超

え
た
災
害
に
度
肝
を
抜
か
れ
た
年
だ
っ

た
。

　

部
品
製
造
業
の
盛
ん
な
東
北
、
日
本

の
製
造
企
業
が
進
出
し
て
一
大
工
業
団

地
を
形
成
し
て
い
る
タ
イ
の
こ
と
、
改

め
て
災
害
で
知
ら
さ
れ
た
が
、
そ
の
影

響
に
計
り
知
れ
な
い
も
の
を
感
じ
て
い

る
今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。

　
　
　

古
平
町
長　

本
間　

順
司

町
長
室
か
ら


